













































































































































































































































































































































カントとへーゲルJ (1994) p. 291-311) 
(2) へーゲルの承認概念については、本論では良心論を論じるための前提として最小限必要なことを述べたにすぎな
い。これについては以下の拙論を参照。
「未済の人倫_r精神の現象学』主ー奴論のー解釈j (r近世智学研究』第三号 (1994)p. 63-86) 
(3) Vgl. System der Sittlichkeit (1802/03). Hrsg. v. Georg Lasson. Hamburg (1967). S. 18 
(4) この点に関しては例えば以下を参照。




F. Kluge: Eかmologisc，彪sWdrlerbuch der deutschen Sprache， 22. Aufl. (1989). 
(6) 本論における『精神の現象学』からの引用は、以下のアカデミー版へーゲル全集第 9巻から行い、ページ番号を
カッコの中に示した。
Gesammelte Werke Bd. 9. Hrsg. von W. Bonsiepen und R. Heede. Hamburg (1980). 
(7) Enzykl桝~die der ρhilosoρhischen Wissenschaften im Grundrisse. 3. Aufl. (1830). ~ 24 







て成り立っと言われる(ローマ人への手紙3: 24， 5: 8-11、エペソ人への手紙1: 7， 2: 13、コロサイ人への手紙1: 
14， 20、ヨハネの第一の手紙1:7、へプル人への手紙9章、ヨハネの黙示録1:5等)。キリストの死は人類と世界と
を救う煩いである(マタイによる福音書20:28、ヨハネによる福音書1:29， 6、ローマ人への手紙3: 24， 5: 6、エ
ペソ人への手紙2:4f.、ベテロの第一の手紙1:19、ヨハネの第ーの手紙2:2等)。
これについては以下を参照。
日本基督教協議会文書事業部編『キリスト教大事典 改訂新版J (1968) p. 120lff. 
同事業部編『聖書語句大辞典J (1959) p. 1465ff. 
策弁献・石田友雄編 rI日約新約聖書大事典J (1989) p. 1323。
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良心は相互にゑ認しあうか(石田)
G. Kittel (ed.)， G. W. Bromiley (tr. & ed.): Theological Dictionaη01 The New Testameηt.p. 251ff. 













WiJiams， R.R.: Recogni・'tion.Fichite and Hegel 0揖 theOther. Albany (1992) p. 207. 
(I~例えば以下を参照。
金子武蔵訳 r精神の現象学』下巻(訳者註そのニ)岩波書底 (1979)p. 1572ff. 
(13) 周知のように、 Gewissen はギリシャ語 ~ÊL拘IJ'L~ のラテン語訳 conscientia からの逐語訳である。
(14) r美しい魂」はすでにフランクフルト期からへーゲルのテキストに登場していた用語である。ゲーテ、シラーの
作品において特に知られているが、ロマンティカーの共有財産ともいうべきこの語を、へーゲルは当時から く自ら
の浄らかきを守るため現実的な行為や関係から逃れるもの〉という意味あいで使っていたが、『精神の現象学』にお
いても基本的な含意は変わっていない。金子のいうように、「行為する良心」と「批評する良心」及ぴ両者の和解と
いう議論の中に「美しい魂」がどう関係してくるのかは、へーゲルによって必ずしも明確に論じられているとはい
えない(金子 (1979)p. 1593ff.)。本論ではとりあえず、次のように理解しておし「美しい魂」は「行為する良心」
と対領的な観想的立場であるという点では、「批評する良心」と共通性を持つが、他者との承認関係にはついに到る
ことができず最後には狂気に陥ってしまうという点で違いがある。いわば「批評する良心」のもつく他者との不連
続性〉の側面を強調したもの、あるいはその極端に表れたー形態が、「美しい魂」であろう。
(15) 良心諭の内にコミュニケーション的承認関係の楊図を読みとろうとする論者もあるが、対等のコミュニケーショ
ンの可能性はこの時点で明確に否定きれている。批評する良心は他者への「語り」を拒否するのである。
(16) 拙論「未済の人倫」参照。
仰向上参照。
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